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　8 月 26 日に希望ヶ丘公園で第 12 回ふるさとふれあいまつりが
行われ、多くの人で賑わいました。
　「GENKI ステージ」では、保育園・小中高等学校の園児や児童・
生徒たちが練習の成果を発揮し、見事なステージを披露し、「よ
さこいソーラン」では市内外のチームが迫力のある演舞で会場を
沸かせました！メインイベントである「豊年踊り大会」では、揃
いの衣装に身を包んだ参加者は息の合った踊りを披露し、まつり
を盛り上げました。
　2・3 ページに写真が掲載してあります。ぜひ、ご覧ください！
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■ 開会宣言
　美野里中学校・玉里
中学校の生徒による開
会宣言が行われました。

■ GENKI ステージ
　子ども達による踊りや演奏、市内の
団体によるダンスや太鼓などさまざま
なパフォーマンスが披露され、満席の
会場からは大きな拍手がおこりました。

■ 大声コンテスト
　子どもから大人まで多く
の大声自慢が集まりました。
テーマは “ 感謝で、出場者は
心を込めて感謝の言葉を叫び
ました !

■ 盛りだくさんのイベント !
　バザールおみたまでは模擬店などが
出店し、多くの方で賑わいました。子
ども広場では、スライダー、輪投げ、
三輪車グランプリなどが行われ、子
どもたちお待ちかねのキャラクター
ショーでは、大きな歓声が上がりまし
た !!

■ みんなで踊ろう !!ZUMBA!!
　ラテンのリズムにあわせて、楽しく・
気軽に踊れるエクササイズが ”ZUMBA” で
す♪
　響き渡る陽気なリズムが会場をひとつ
にし、自然と笑顔が溢れました。

　8月 26 日、希望ヶ丘公園を会場に「第 12回小美玉市ふるさとふれあいまつり（ふるさとふれ
あいまつり実行委員会主催）」が開催され、約 33,000 名の方が来場しまつりを楽しみました。
　GENKI ステージ、大声コンテスト、歌謡ショー、豊年おどりなどが行われ、夏の夜空を彩ったフィ
ナーレの花火では会場からたくさんの歓声があがりました。

　第 12回小美玉市
　　　　ふるさとふれあいまつり

■ 義援金へのご協力ありがとうございました
　会場では九州北部豪雨に対する義援金受付が行
われました。民謡歌手の金沢明子さんも握手会を
通じて、義援金受付に協力をしてくださいました。
　今回は、合計 96,060 円の義援金が寄せられま
した。皆さまのご厚意に心より感謝申し上げます。

■ 夏といえば FES!!
　展望ステージで OMITAMA DIAMOND 
FES が開催されました。熱いステージに
会場は盛り上がりました !

■ よさこいソーラン
　市内外から 10 チームが参加し、息の
合った見事なよさこいを披露しました。
迫力のあるよさこいに会場の目は釘付け
となりました。
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　まつりのメインイベントである豊年踊り大会。今年は 26 チームが出場し、
息の合った踊りが披露され、みごとな “ ふれあいの輪 ” が完成しました。

【豊年踊り大会結果】
■ ふるさとふれあいまつり大賞・・・「おかみさん会」
■ ふるさとふれあいまつり準大賞・・「脇山区」　「㈱クレハ」
■ 輪が広がるで賞 ・・・・・・・・・「西郷地区」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 「JA 新ひたち野　玉里女性部」
■ 夢が広がるで賞・・・・・・・・・「大曲区」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 「住みよい堅倉地区をつくる会」

地域がつながる、人がつながる、ふれあいの輪

米川真里絵さんによるものまね show 金沢明子さんによる歌謡ショー
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基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
を
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
関
東
防
衛
局
へ
陳
情

　

去
る
七
月
十
一
日
、
島
田
市
長
及
び
市
議
会
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策

特
別
委
員
会
は
、
百
里
基
地
に
か
か
わ
る
周
辺
対
策
に
つ
い
て
、
北
関
東
防

衛
局
に
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　

島
田
市
長
は
、
基
地
所
在
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
、
不
利
益
や
障
害

を
踏
ま
え
、
基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
地
元
の
実
情
を

理
解
し
周
辺
対
策
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
局
か
ら
は
、
各
陳
情
項
目
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
小
美
玉
市

発
展
の
た
め
に
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
旨
の
回
答
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

陳
情
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化
に
伴

う
地
域
振
興
策
等
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の
民

間
共
用
化
を
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

な
施
策
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
伴
う
振
興
策
の
早
期
実
現

を
強
く
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
つ
い
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ

る
公
共
施
設
整
備
等
の
地
域
振
興

事
業
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
整
備

内
容
を
要
望
若
し
く
は
陳
情
に
お

い
て
示
し
た
場
合
は
、
特
段
の
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
基

地
周
辺
の
緩
衝
緑
地
帯
の
一
体

的
・
継
続
的
整
備
に
よ
る
、
公
園

等
多
目
的
広
場
の
整
備
を
図
る
こ

と
。

　

ま
た
、
民
間
共
用
化
で
整
備
さ

れ
た
新
滑
走
路
に
つ
い
て
は
、
既

存
滑
走
路
か
ら
西
側
へ
２
１
０
ｍ

の
位
置
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
主
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と
し
て
民
間
機
が
使
用
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
不
測
の
事
態

な
ど
の
緊
急
時
等
に
お
い
て
、
自

衛
隊
機
の
使
用
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
際
、
百
里
飛
行
場
西
側

区
域
の
騒
音
区
域
及
び
影
響
区
域

に
対
し
て
、
速
や
か
な
対
応
策
の

提
示
及
び
具
体
化
を
図
る
こ
と
。

基
地
周
辺
障
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
現
在
、
防
衛
省
で
は
、
基
地
周

辺
障
害
防
止
対
策
と
し
て
、
テ
レ

ビ
放
送
の
聴
取
障
害
に
対
し
、
受

信
料
の
二
分
の
一
を
助
成
し
て
い

る
が
、
自
衛
隊
機
は
民
間
機
と
比

べ
一
日
の
飛
行
回
数
の
変
動
が
大

き
く
、
ま
た
飛
行
パ
タ
ー
ン
も
多

岐
に
わ
た
る
た
め
地
域
住
民
の
生

活
に
大
き
な
障
害
を
与
え
て
い

る
。
電
話
機
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

①
テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
の
全
額
を

免
除
と
す
る
こ
と
。

②
電
話
通
信
料
の
減
免
に
関
す
る

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
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ま
た
、
現
在
の
助
成
基
準
で
は
、

本
市
に
お
け
る
都
市
計
画
や
基
地

周
辺
の
土
地
利
用
等
、
そ
の
発
展

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況
は
解
消

し
難
い
も
の
が
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

①
現
行
の
住
宅
防
音
工
事
は
、
指

定
区
域
告
示
後
に
建
築
さ
れ
た
住

宅
は
補
助
の
対
象
外
で
あ
る
が
、

告
示
後
に
お
け
る
住
宅
も
補
助
対

象
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
申
請
か

ら
工
事
ま
で
に
長
期
間
を
要
し
て

い
る
こ
と
か
ら
短
縮
を
図
る
こ

と
。

　

な
お
、
申
請
か
ら
1
年
が
経
過

し
て
も
工
事
に
至
ら
な
い
場
合

は
、
申
請
者
宛
に
文
書
に
て
状
況

報
告
を
通
知
す
る
こ
と
。

②
空
調
機
器
に
係
る
電
気
料
金
の

一
部
補
助
を
全
戸
対
象
と
な
る
よ

う
事
業
化
す
る
こ
と
。

③
現
在
、
空
調
機
器
の
機
能
復
旧

工
事
は
、
設
置
後
10
年
を
経
過
し

故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ

た
も
の
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
更
新
期
間
の
短
縮
又
は
申
請

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
10
年
経
過

し
た
空
調
機
器
は
自
動
更
新
の
対

象
と
し
、
申
請
後
即
時
対
応
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。

ま
た
、
防
音
建
具
の
機
能
復
旧
工
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事
に
つ
い
て
も
、
申
請
後
即
時
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

特
に
、
建
具
が
破
損
し
防
犯
上

危
険
を
伴
う
場
合
は
、
優
先
的
に

対
応
す
る
こ
と
。

④
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
か
な

り
の
期
間
が
経
過
し
て
お
り
、
環

境
問
題
と
あ
わ
せ
設
置
助
成
制
度

を
創
設
し
、
そ
の
補
助
対
象
区
域

は
第
1
種
区
域
内
ま
で
と
す
る
こ

と
。

⑤
当
市
に
は
、
防
衛
省
の
騒
音
測

定
器
が
二
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
十
分
な
台
数
と

は
い
え
な
い
。
騒
音
区
域
内
の
学

校
等
の
公
共
施
設
に
も
騒
音
測
定

器
を
増
設
し
、
よ
り
正
確
な
騒
音

の
実
態
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

⑥
防
音
工
事
対
象
区
域
の
指
定
値

を
62 

dB(

75 

W)

か
ら
航
空
機
騒

音
の
環
境
基
準
57 

dB(

70 

W)

に

改
め
る
こ
と
。
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住
宅
防
音
工
事
の
助
成
に
つ
い
て

　
住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、

そ
の
助
成
等
に
よ
り
障
害
の
軽
減

が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
だ

十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。

移
転
の
補
償
等
に
つ
い
て

　

移
転
の
補
償
及
び
土
地
の
買
い

入
れ
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た

区
域
内
の
申
出
者
に
対
し
順
次
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

区
域
指
定
の
告
示
後
の
建
物
等
に

つ
い
て
は
、
損
失
補
償
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
。
告
示
日
（
昭
和

56
年
10
月
31
日
）
か
ら
す
で
に
35

年
が
経
過
し
、
建
物
の
新
・
改
築

は
必
然
の
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、

買
い
入
れ
地
等
の
規
模
に
よ
り
、

そ
の
措
置
が
複
数
年
に
わ
た
り
、

申
出
か
ら
長
い
年
月
を
要
し
て
い
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る
。

　

つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
速
や
か

に
土
地
の
買
い
入
れ
等
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
移
転
補
償
は
指
定
区
域

内
を
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
申
請

者
の
な
か
に
は
指
定
区
域
外
に
隣

接
す
る
土
地
を
所
有
す
る
地
権
者

も
お
り
、
隣
接
地
は
補
償
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
移

転
補
償
区
域
は
騒
音
の
実
態
を
勘

案
し
、
区
域
外
の
土
地
で
あ
っ
て

も
申
請
地
と
隣
接
し
て
い
る
土
地

で
あ
れ
ば
、
買
い
入
れ
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

《
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
》

　

・
上
水
道
施
設
更
新
（
実
施
設

　
　

計
・
配
水
管
工
事
）（
継
続
）

　

・
玉
里
学
習
等
供
用
施
設
改
修

　
　

工
事(

工
事)

（
継
続
）

　

・
玉
里
消
防
署
高
規
格
救
急
自

　
　

動
車
購
入
事
業
（
新
規
）

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
に
つ
い
て

　

国
家
的
要
請
で
あ
る
基
地
の
安

定
使
用
に
資
す
る
た
め
、
従
来
か

ら
周
辺
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得

る
べ
く
弛
ま
ぬ
努
力
を
傾
注
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
時
に

基
地
の
所
在
に
よ
っ
て
、
行
政
執

行
上
の
様
々
な
障
害
や
不
利
益
を

被
っ
て
い
る
実
情
に
あ
る
。
つ
い

て
は
、
基
地
に
起
因
す
る
問
題
の

対
応
か
つ
円
滑
に
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
交
付
金
額
を
増
額
す
る

こ
と
。
ま
た
、
交
付
金
の
二
次
分

内
示
に
つ
い
て
は
、
10
月
ま
で
に

行
う
こ
と
。
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障
害
防
止
対
策
事
業
及
び
民
生
安

定
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
障
害
防
止
対
策
事
業
及
び
民
生

安
定
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
い
て
も
計
画
的
な

導
入
を
図
り
周
辺
対
策
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
少
子
化
に

対
応
し
た
統
合
小
学
校
の
整
備
や

航
空
事
故
に
伴
う
災
害
の
み
な
ら

ず
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
も
対

応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
防
衛

省
補
助
事
業
と
し
て
、
次
の
事
業

を
計
画
す
る
の
で
、
所
要
の
予
算

を
確
保
す
る
こ
と
。

《
障
害
防
止
対
策
事
業
》

　
・
防
音 

小
川
南
小
学
校
（
工
事
）

　

（
継
続
）

　

・
防
音
（
仮
称
）
玉
里
小
中
一

　

貫
校
（
設
計
）（
新
規
）
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再
編
関
連
訓
練
移
転
等
交
付
金
に

つ
い
て

　
再
編
交
付
金
に
代
わ
る
新
た
な

創
設
に
つ
い
て
は
、
防
衛
省
の
ご

尽
力
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
交
付

金
は
毎
年
の
予
算
措
置
で
あ
り
先

が
見
え
な
い
不
透
明
な
交
付
金
で

あ
る
。
今
後
も
再
編
訓
練
の
実
施

が
予
想
さ
れ
、
基
地
周
辺
住
民
は

引
き
続
き
訓
練
移
転
に
よ
り
生
じ

る
諸
障
害
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
つ
い
て
は
、
交
付
金
の

安
定
的
な
額
を
継
続
的
に
交
付
す

る
こ
と
。
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連
機
関
へ
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て

　
百
里
基
地
に
お
け
る
戦
闘
機
等

の
飛
行
訓
練
は
、
早
朝
か
ら
夜
間

ま
で
間
断
な
く
実
施
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
周
辺
地
域
に
多

大
な
騒
音
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い

る
。
特
に
、
飛
行
場
上
空
で
の
模

擬
空
対
地
射
爆
撃
訓
練
、
航
空
観

閲
式
及
び
航
空
祭
等
に
お
け
る
低

高
度
・
高
速
飛
行
に
つ
い
て
は
、

よ
り
甚
大
な
騒
音
被
害
と
な
っ
て

い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
百
里
基
地
の
飛

行
運
用
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
防
衛
省
（
航
空
幕
僚
長
）
へ

の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
特
段
の
配

慮
を
願
い
た
い
。

①
特
に
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

き
、
周
辺
住
民
の
生
活
に
最
も
影

響
を
与
え
る
早
朝
、
夜
間
、
昼
休

み
時
間
帯
の
飛
行
を
恒
常
的
に
自

粛
す
る
と
と
も
に
、
地
域
か
ら
の
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要
望
に
よ
る
行
事
等
の
際
の
飛
行

を
自
粛
す
る
こ
と
。

②
飛
行
訓
練
は
、
洋
上
に
設
定
し

て
あ
る
空
域
を
主
体
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
騒
音
の
拡
大
及
び
住

民
が
危
険
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

訓
練
は
、
真
に
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
飛
行
場
上
空
で
は
実
施

し
な
い
こ
と
。

③
百
里
基
地
に
配
備
さ
れ
る
航
空

機
の
部
品
落
下
等
、
周
辺
住
民
の

安
全
に
直
結
す
る
不
具
合
の
発
生

に
際
し
て
は
、
速
や
か
に
当
市
へ

通
知
す
る
と
と
も
に
原
因
の
究
明

及
び
調
査
結
果
等
に
つ
い
て
も
適

時
に
通
知
す
る
こ
と
。

④
百
里
基
地
で
開
催
さ
れ
る
航
空

観
閲
式
及
び
航
空
祭
で
は
、
例
年

交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
地

域
住
民
よ
り
厳
し
い
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
こ
の
交
通
渋
滞
の
現
状

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
万
全
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
特
に
、
救

急
車
等
の
緊
急
車
輌
の
通
行
に
つ

い
て
は
大
き
な
懸
念
を
抱
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
万
全
の
対
策
を
と
る
こ

と
。

⑤
防
衛
省
管
理
地
の
除
草
作
業
は

年
2
回
実
施
し
て
い
る
が
、
1
回

目
は
7
月
ま
で
に
、
2
回
目
は
10

月
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と
。

⑥
基
地
の
活
動
に
際
し
、
地
元
関

係
者
の
理
解
を
得
る
た
め
の
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
。

農
耕
阻
害
損
失
補
償
に
つ
い
て

　

農
耕
阻
害
損
失
補
償
の
対
象
区

域
と
実
際
の
飛
行
コ
ー
ス
に
は
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
場
面
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

①
損
失
補
償
の
対
象
範
囲
は
、
飛

行
コ
ー
ス
と
整
合
さ
せ
る
と
と
も

に
グ
レ
ー
ド
の
簡
素
化
を
図
る
こ

と
。

②
補
償
額
の
最
低
補
償
に
つ
い

て
、
制
度
の
見
直
し
若
し
く
は
新

た
な
制
度
化
を
図
る
こ
と
。
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訓
練
移
転
に
係
る
安
全
対
策
等
に

つ
い
て

　

訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

①
日
米
共
同
訓
練
を
実
施
す
る
際

は
、「
米
軍
再
編
に
係
る
百
里
基

地
へ
の
訓
練
移
転
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
事
故

の
未
然
防
止
と
安
全
対
策
に
万
全

を
期
す
こ
と
。

②
基
地
周
辺
住
民
へ
の
情
報
提
供

を
徹
底
し
理
解
を
得
る
に
は
、
相

応
の
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、
本
市
へ
の
訓
練
日
程
等
の
情

報
開
示
は
速
や
か
に
実
施
す
る
こ

と
。

③
MV-

22
（
オ
ス
プ
レ
イ
）
の
訓

練
参
加
に
つ
い
て
は
容
認
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
訓
練
計
画

に
位
置
づ
け
な
い
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
】

基
地
対
策
課

☎
０
２
９
９-

４
８-

１
１
１
１

（
内
線
２
２
４
２
）
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【問い合わせ】 企画調整課　まちづくり戦略室　☎：0299-48-1111（内線 1232）

第 2 次総合計画策定に向けた市民懇談会を開催します！
―小美玉に「恋」してみませんか？―

　「第 2 次総合計画って何だろう・・・？」
　「市役所が作る計画だから、どうせ難しいんでしょ・・・？」
　「別に行っても何も変わらないし・・・。」

　そう思われる方がいらっしゃるかもしれません。大多数の方かもしれません。
　でも、小美玉市は、有るのが難しいコト・モノがいっぱいある、「有り難いまち」でもあるのです。

　身の回りを見てみると、全国 1 位の鶏卵、新鮮な牛乳、豊富な農産物、世界の玄関となる茨城空港。他の
まちにはない「有り難いもの」で溢れています。溢れてはいるけれど、それはまだ原石の状態かもしれません。
価値に気づいてもらえるよう磨き上げ、光をあてて、小美玉市を輝かせるための「まちづくり」が必要であり、
その基本となるのが「第 2 次総合計画」なのです。

　「もっと魅力的なものがある」「まちづくりって面白そう」「こんなまちに住んでみたい」と思った方、お近
くの会場で行う市民懇談会に参加してみませんか？小美玉市の次代を担う学生の参加も大歓迎です！専門知
識や経験も一切不要。ぜひ、未来の「まちづくり」について語りませんか？

開催月日 場　所 時　間
10 月 17 日（火） 小川文化センター（アピオス）　小ホール いずれも

19：00 から
10 月 18 日（水） 生涯学習センター（コスモス）　2 階集会室
10 月 20 日（金） 四季文化館（みの～れ）　風のホール

空のえき「そ・ら・ら」閉店時間が変更となります

19 時閉店  ⇒ 17 時閉店
（10 月 1 日から 3 月 31 日）

※ 4 月 1 日から 9 月 30 日は閉店時間が 19 時となります。

【問い合わせ】 空のえき「そ・ら・ら」　☎：0299-56-5677

人権相談を実施します
　いじめ、差別、虐待、セクハラ、配偶者やパートナーからの暴力、近隣とのもめ事など、さまざまな人権
に関する問題でお悩みの方は、お気軽にご相談ください。人権擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、
秘密は守られます。

10 月 6 日（金）10：00 ～ 15：00 小川保健相談センター

【問い合わせ】 社会福祉課　社会福祉係　☎：0299-48-1111（内線 3224）
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【問い合わせ】
小美玉市役所　都市整備課　都市計画係　　　☎：0299-48-1111（内線 1413）
茨城県土木部都市局都市計画課都市行政担当　☎：029-301-4579（直通）

【屋外広告物とは？】
　「屋外広告物」とは、常時または一定の期間継続して屋外で公衆に表示される看板、立看板、はり紙、はり札、
広告板などをいいます。
　これらの屋外広告物を表示するときは、景観に配慮するとともに公衆への危害を防止するため、原則とし
て市長の許可を受けることとされています。

屋外広告物の適正な表示のために　～茨城県屋外広告物条例の概要～

■茨城県では、良好な景観の形成や風致の維持、および公衆に対する危害防止のために、屋外広告物条例を
　定め、屋外広告物に対して必要な規制を行っています。
　規制の内容には、①屋外広告物を表示してはいけない地域（禁止地域）、②屋外広告物を表示してはいけな
　い物件（禁止物件）等があります。
■広告主や土地所有者等の責務として、屋外広告物の法律や条例の規制等に適合した表示や適正な管理が求
　められています。
■条例に違反する屋外広告物を表示すると、罰金刑（最高 100 万円）に処せられることがあります。
　条例の規定を遵守し、美しいまちづくりを目指しましょう。

屋外広告物の種類 ( 一例 )
屋上利用広告

野立広告（広告板・広告塔）

はり紙・はり札

壁面利用広告

広告旗

アドバルーン

アーチ電
柱
利
用
広
告

突
出
広
告

広
告
幕

車体利用広告

ー美しいまちづくりは、屋外広告物の適正な表示からー
ごぞんじですか ? 屋外広告物制度
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茨城空港応援大使が北海道へ

札幌・千歳でのキャンペーンに参加

茨城空港応援大使が北海道へ

札幌・千歳でのキャンペーンに参加

上海便が就航7周年！上海便が就航7周年！

　7月中旬、新千歳空港のある北海道千歳市で毎年行われている「ス
カイ・ビア＆YOSAKOI祭」に、茨城空港応援大使が参加しました。
　ヨサコイチームの力強い演舞が華々しく会場を盛り上げるなか、
ステージでの PR コーナーが設けられ、多くの観客に向けて茨城空
港と小美玉市の魅力を紹介することができました。
　また、新聞社にも多数訪問し、「たくさんの方に茨城空港を使っ
て茨城を訪れていただきたい」と発信しました。
　札幌便は毎日2便運航しています。美味しいものや見所がいっぱ
いの北海道へ、皆さんも訪れてみてはいかがでしょうか。

　2010年 7月28日に春秋航空が就航してから、今年で７周年
を迎えました。7 月 29 日には空港で記念イベントが開催され、
春秋航空日本の客室乗務員によるバンドが懐かしの曲などを披
露しました。豪華賞品が当たるじゃんけん大会もあり、たくさ
んの観客が参加して盛り上がりました。
　上海便は、水曜日を除いて毎日１便運航しておりツアーも販
売されています。ぜひ茨城空港からお出かけください。

フジドリームエアラインズが国内チャーターを運航フジドリームエアラインズが国内チャーターを運航

【問い合わせ】 空港対策課　空港係　☎：0299-48-1111（内線 1171）

主催：百里飛行場(茨城空港)利用者利便向上協議会  ほか

日時：9月30日(土)  9:00～16:00(予定)

日時：10 月1日(日)  11:00～14:00(予定)

ツアー情報

イベント開催告知

1.小松チャーター1.小松チャーター 2.長崎チャーター2.長崎チャーター

・駐機場に入場して特殊車両の見学や乗車体験
・フライトシミュレータ体験コーナー
・スカイマーク体験コーナー
・百里基地の車両展示・広報コーナー
・セブンネット観光PRコーナー
・フリーマーケット　など

今年も空港ビル、駐機場、航空広場にて、空の日イベ
ント2017を開催します。ご当地キャラも登場！

ポルシェ愛好家の愛車「ポルシェ 911」が茨城空港
航空広場に大集合します！
ライブステージやグルメブースもあり、アメリカン
ヒーローも登場予定です。ぜひご来場ください。

北陸の名所を周遊する2泊3日のツアーです。
日程：11月22日（水）～24日（金）
発着空港：茨城－小松

ハウステンボスや長崎観光を楽しめる３泊４日のツアーです。
出発日：1２月29日（金）、1月1日（月）、4日（木）、7日（日）
発着空港：茨城－長崎

◎ツアーの詳細は、茨城空港ホームページをご覧ください。◎ツアーの詳細は、茨城空港ホームページをご覧ください。

医療保険課　地域医療推進係　☎ 0299-48-1111 内線 1107【問い合わせ】

移譲先民間等団体募集

小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
改
革

民
間
移
譲
を
目
指
し
て
い
ま
す

　
市
は
、小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー

の
移
譲
先
民
間
等
団
体
（
提
案
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経

営
改
革
は
、
小
美
玉
市
病
院
事
業

経
営
改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
　
年
６

月
策
定
）
に
沿
っ
た
う
え
で
、
早

期
の
民
間
移
譲
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
応
募
が
あ
っ
た
民
間

等
団
体
の
選
考
を
行
い
、
本
年
度

内
で
の
移
譲
先
決
定
を
目
指
し
ま

す
。募

集
（
公
募
）
期
間

移
譲
先
と
な
る
団
体
の
要
件

（
応
募
資
格
）

市
が
移
譲
先
団
体
に
期
待
す

る
こ
と（
市
の
事
業
協
力
等
）

 

平
成
　 

年

　
　
月
　
　
日
（
金
）
ま
で

10

13
29

（
民
間
等
団
体
提
案
提
出
期
限
）

茨
城
県
内
お
よ
び
隣
接
県
内
に

病
院
を
設
置
す
る
法
人
等
（
移

譲
の
期
日
ま
で
に
認
可
を
見
込

む
法
人
等
を
含
む
）

民
間
移
譲
の
条
件

現
在
地
で
の
病
院
経
営

病
床
（
入
院
ベ
ッ
ド
）
の

有
効
活
用

救
急
医
療
の
継
続

◆◆
白
河
診
療
所
の
運
営
協
力
等

◇
市
民
の
健
康
増
進
、
在
宅
医

療
や
介
護
、
そ
の
他
防
災
等

関
連
事
業
に
対
す
る
協
力

◇ ◆
鉾
田
地
域
病
院
群
輪
番
制
に

対
す
る
協
力

◇
病
院
再
建
築
等
に
対
す
る
支

援
（
補
助
金
等
）

◇ 移
譲
先
団
体
が
市
に
対
し
、

要
求
で
き
る
こ
と

※

移
譲
先
団
体
の
設
備
投
資
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
で
、
市
は
、
移
譲
後
の
安

定
的
な
経
営
に
必
要
と
認
め
た
と
き

は
、
一
定
の
期
間
内
で
の
支
援
を
検

討
し
ま
す
。

　
市
は
、
小
美
玉
市
医
療
セ

ン
タ
ー
の
移
譲
先
募
集
に
お

け
る
民
間
移
譲
の
条
件
検
討

や
、
移
譲
先
と
し
て
期
待
で

き
る
民
間
等
団
体
の
選
考
を

〜 

移
譲
先
決
定
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ 

〜

提
案
提
出

提
案
審
査

応
募
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

交
渉
権
獲
得
団
体
の
選
考

移
譲
先
候
補
者
の
選
定

（
仮
決
定
）

※
移
譲
先
団
体
の
最
終
的
な
決
定
は
、

　
　
　
　
　
市
議
会
の
議
決
等
に
よ
り
ま
す
。

29

11
応
募
者 

↓ 

市

選
考
委
員
会

選
考
委
員
会
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、

市
が
選
考

交
渉
権
獲
得
団
体

と
市
と
の
交
渉
に

よ
る

応
募
者 

⇅ 

募集の詳しい内容（小美玉市医療センター経営改革提案公募および候補者選定要項）は、市のホー
ムページで確認することができます。

「
小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
改
革
提
案
選
考
委
員
会
」

の
設
置

行
う
た
め
の
専
門
組
織
「
小

美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営

改
革
提
案
選
考
委
員
会
」（
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茨城空港応援大使が北海道へ

札幌・千歳でのキャンペーンに参加

茨城空港応援大使が北海道へ

札幌・千歳でのキャンペーンに参加

上海便が就航7周年！上海便が就航7周年！

　7月中旬、新千歳空港のある北海道千歳市で毎年行われている「ス
カイ・ビア＆YOSAKOI祭」に、茨城空港応援大使が参加しました。
　ヨサコイチームの力強い演舞が華々しく会場を盛り上げるなか、
ステージでの PR コーナーが設けられ、多くの観客に向けて茨城空
港と小美玉市の魅力を紹介することができました。
　また、新聞社にも多数訪問し、「たくさんの方に茨城空港を使っ
て茨城を訪れていただきたい」と発信しました。
　札幌便は毎日2便運航しています。美味しいものや見所がいっぱ
いの北海道へ、皆さんも訪れてみてはいかがでしょうか。

　2010年 7月28日に春秋航空が就航してから、今年で７周年
を迎えました。7 月 29 日には空港で記念イベントが開催され、
春秋航空日本の客室乗務員によるバンドが懐かしの曲などを披
露しました。豪華賞品が当たるじゃんけん大会もあり、たくさ
んの観客が参加して盛り上がりました。
　上海便は、水曜日を除いて毎日１便運航しておりツアーも販
売されています。ぜひ茨城空港からお出かけください。

フジドリームエアラインズが国内チャーターを運航フジドリームエアラインズが国内チャーターを運航

【問い合わせ】 空港対策課　空港係　☎：0299-48-1111（内線 1171）

主催：百里飛行場(茨城空港)利用者利便向上協議会  ほか

日時：9月30日(土)  9:00～16:00(予定)

日時：10 月1日(日)  11:00～14:00(予定)

ツアー情報

イベント開催告知

1.小松チャーター1.小松チャーター 2.長崎チャーター2.長崎チャーター

・駐機場に入場して特殊車両の見学や乗車体験
・フライトシミュレータ体験コーナー
・スカイマーク体験コーナー
・百里基地の車両展示・広報コーナー
・セブンネット観光PRコーナー
・フリーマーケット　など

今年も空港ビル、駐機場、航空広場にて、空の日イベ
ント2017を開催します。ご当地キャラも登場！

ポルシェ愛好家の愛車「ポルシェ 911」が茨城空港
航空広場に大集合します！
ライブステージやグルメブースもあり、アメリカン
ヒーローも登場予定です。ぜひご来場ください。

北陸の名所を周遊する2泊3日のツアーです。
日程：11月22日（水）～24日（金）
発着空港：茨城－小松

ハウステンボスや長崎観光を楽しめる３泊４日のツアーです。
出発日：1２月29日（金）、1月1日（月）、4日（木）、7日（日）
発着空港：茨城－長崎

◎ツアーの詳細は、茨城空港ホームページをご覧ください。◎ツアーの詳細は、茨城空港ホームページをご覧ください。
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犬の登録と狂犬病予防注射（追加集合注射）

～あなたの愛犬、予防注射はお済みですか ? ～
　狂犬病予防法により、生後 91 日以上の飼い犬は「登録」と「狂犬病予防注射」が義務付けられています。（す
べての犬が対象です。）
　小美玉市では 4・5 月に実施した集合注射のほかに、来られなかった犬などの未接種犬のために、追加で狂
犬病予防注射を実施します。なお、登録や予防注射を行わなかった場合、狂犬病予防法の規定により 20 万円
以下の罰金に処せられることがあります。
　今年度最後の集合注射です。お済みでない方は必ず接種してください。

○ 実施日　平成 29 年 10 月 1 日（日）
時　間 場　所

9：00 ～ 9：20
9：45 ～ 10：05

10：30 ～ 10：55
11：05 ～ 11：25

羽鳥公民館駐車場
小美玉市役所東側車庫前
小川総合支所正面駐車場
玉里総合支所正面駐車場

登録していない犬（新規登録） 登録している犬

対　象
新しく犬を飼った場合 登録はしているが、今年度狂犬病予防

注射を受けていない犬

料　金

5,400 円
　内訳　登録料　2,000 円
　　　　注射料　3,000 円
　　　　注射済票交付手数料　400 円

3,400 円
　内訳　注射料　3,000 円
　　　　注射済票交付手数料　400 円

接種の流れ
① 獣医師による問診→② ワクチン接種→③ 料金徴収
注意事項
・犬には必ず首輪をして、犬を抑えることができる方が連れてきてください（中学生以下不可）
・登録犬の死亡、飼主の住所や所有者に変更が生じた場合は環境課までご連絡ください。
・当日都合が悪く、会場で接種を受けられなかった時は、お近くの動物病院で必ず受けてください。
   なお、料金は異なりますので直接病院に問い合わせてください。
・つり銭のないようご協力をお願いします。

○ 茨城県獣医師会より　平成 29 年度「マイクロチップ助成事業」等について
【データ登録助成事業】
助成頭数　先着 1,000 頭
助成対象　飼主が茨城県に在住し茨城県獣医師会会員の動物病院でマイクロチップの埋め込みを実施した犬猫
助成内容　登録料　1 頭につき 1,000 円を獣医師会で負担

【埋め込み助成事業】
助成頭数　先着 1,000 頭
助成対象　飼主が茨城県に在住し茨城県獣医師会会員の動物病院でマイクロチップの埋め込みを実施した犬猫
助成金額　1 頭につき 2,000 円（犬猫区別なし）

【盲導犬助成事業】
助成対象　茨城県内に居住する盲導犬の使用者
助成内容　盲導犬への狂犬病予防注射料金助成（無償で実施）
　　　　　盲導犬への診療費等助成（上限 1 万円の診療経費助成）

【犬猫の避妊去勢手術助成事業】
助成頭数　9 月 1 日から先着 1,000 頭
助成対象　茨城県内に在住する犬猫の飼主
助成金額　1 頭につき 2,000 円（犬猫区別なし）

【問い合わせ】 茨城県獣医師会　☎：029-241-6242　　FAX：029-241-6249
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【問い合わせ】 健康増進課　玉里保健係　☎：0299-48-1111（内線 3310・3311）

子どもと遊ぼう !!　1 ～ 2 歳児編　☆彡
　1 歳を過ぎる頃から「あんよ」が始まり、身振りや簡単な言葉で自分の意思を表現し日々の成長がうれしい
時期です。また、自我の芽生えとともにイヤイヤ期が始まり、関わり方が難しい時期でもありますが「自分
でやりたい !」「少し頑張ればできる」という気持ちを大切に伸ばしていけるといいですね。
　今回は、ほめながら子どもの好奇心や探求心を育てる「ふれあい遊び」をご紹介します !

☆「ことば」をはぐくむ遊び
　言葉は「言わせる」よりも「聞かせる」ことを
意識して、お子さんが注目している物、触ってい
る感覚を言葉にしてあげると「物や感覚」と「言葉」
が結びついてきます。

♪からだをおさんぽ
お子さんの体に触れながら

「おめめ、どこかな～」「ほっぺ、なでなで」「おなか、
ぽんぽん」「あんよ、あった～」などと体の部位を
触って言葉を掛けていきましょう。
♪まねっこポーズ
大きく手を上げて「バンザーイ」、ほっぺを軽くた
たきながら「おいしーい !」など、言葉に合わせて
ポーズをとって、お子さんがまねたら「わー、上手 !」
といっぱいほめましょう。

☆「まね」してひろがる遊び
　動きや言葉の発達とともに、模倣が
上手になり「まねっこ遊び」が楽しくなってきます。

♪どうぶつごっこ
頭の上に両手で耳を作りピョンピョン飛んで「う
さぎさんごっこ」やしゃがんでピョンピョン「か
えるさんごっこ」など、お子さんの知っている動
物を真似してみましょう。
♪おせわごっこ
ぬいぐるみをおんぶしたり、おもちゃ箱をお風呂
に見立てたりして、ママの真似をする体験遊びの
世界が広がってきます。「上手ねー」「すごいねー」
と、真似たことを思い切りほめてあげましょう。

☆「て・ゆび」をつかう遊び
　生活や遊びの中で手指をたくさん使うことで、
指先の動きも上手にコントロールできるように
なっていきます。

♪つみきあそび
初めはおうちの方が見本を見せながら、
お子さんと一緒につみきを高く積んでみましょう。
♪しんぶんビリビリ
新聞紙や折り紙をビリビリと破いて遊びましょう。
たくさん破いたらビニール袋に集め、空気を入れ
て口を結んでボールを作ってみましょう。

☆「うごき」をはぐくむ遊び
　歩行が安定して、できることが増えると体を動
かしながら、自分の体と周りの空間との関係を認
識していきます。

♪おうまのおやこ
おうちの方が膝と手を床に着けた体勢（四つんば
い）で、お子さんを背中に乗せ落ちないようにゆっ
くり進みます。この時、お子さんが自分でしがみ
つくように誘導します。
♪タオルブランコ
大きめのバスタオルの上にお子さんを寝かせて、
大人 2 人で両端を持って横に揺らします。お子さ
んの反応を見ながら、喜ぶようなら大きく揺らし
てみましょう。

☆次回は 3 ～ 5 歳児編です（平成 30 年 1 月号掲載予定）

　★テレビやスマホなどの利用の仕方

　見るもの聞くもの全てに興味を示すこの時期は、音や映像などのコンテンツが大好きです。こうしたメディ
アの利用は、一方的な情報で終わらせないように、見る時間を決めるなどの注意が必要です。
　家族との会話のやりとりには「ことば」と一緒に「気持ち」も伝えています。「気持ちを受け取ってもらえた」
と思える経験や遊びを通して、お子さんは日々成長していきます。テレビやスマホに頼らずたくさん触れ合
いましょう !!
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祝・ご長寿おめでとうございます
　今年度めでたく 100 歳になられる 11 名の方と市内最高齢者で 104 歳の中村よねさん（高崎）のご紹介を
します。皆さまには今後、市からの褒状と記念品が贈呈され、また今年度、100 歳になられる方には、内閣
総理大臣および茨城県知事からも褒状と記念品が贈られます。
　なお、本年度 100 歳になられる方で本人またはご家族のご意向により、お名前のみのご紹介の方がいらっ
しゃいます。
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市内の 70 歳以上の方の人数
9,739 人
男…4,247 人
女…5,492 人
※内、100 歳以上の方、14 人

（男…0 人、女…14 人）
（平成 29 年 8 月 1 日現在）

中村　よねさん

市内最高齢　104 歳

岡野　たけさん 加瀬　せいさん

堺　タケさん 柴田　八重さん 秋山　健子さん

小宮山　宮子さん 植田　さたさん 清水　みつさん

金田　サダ子さん石山　くらさん
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姉妹都市訪問団
Report　in　Abilene ！

　7 月 27 日から 8 月 8 日にかけて姉妹都市訪問団
が派遣され、みんなとても充実感に満ちた顔付きで
帰国し、たくさんのアクティビティや、もてなし
を受け、‘ 想いがつながり続ける街アビリン ’ との
交流をしてきました。

　来年度はアビリン市から訪問団員が来日します。
ぜひ皆さんもアビリンの人たちと ‘ 心の交流 ’ をして
みませんか？

全米注目のロデオ大会

アメリカバイソンに餌やりをしました！

開拓時代にタイムスリップ体験！

アイゼンハワー大統領との歴史を
感じる街 ‘ アビリン ’

アビリンで育てられているグレイハウンド

別れを惜しんだパーティー

【問い合わせ】 市民協働課　☎：0299-48-1111（内線 1251）
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「子育て家族に優しい環境づくり事業」のご案内
　市では、子どもを連れていても、安心して食事や買物、サービスが受けられる環境を
整備する店舗等に対し支援を行うため、駐車スペースにマタニティマークなどを設置す
る場合に要する費用に対し助成を行います。

◎補助対象事業
　・店舗等の駐車スペースへマタニティマーク等を路面表示または看板等を設置するもの。

◎補助対象者（事業者）
　・小美玉市内に補助対象となる店舗等を有する者（補助金の交付を受ける年度内に小美玉市内に店舗等を
　　有することとなる者を含む。）

◎補助金額
　・設置費用の 2/3（限度額 5 万円）千円未満の端数は切り捨てる。

◎申し込み受付開始
平成 29 年 10 月 12 日（木）9：00 ～

※補助金の助成を希望する方は、制度の内容および添付書類等を確認のうえ、お申し込みください。
　詳しくは、下記の申し込み・問い合わせ先までご連絡ください。
※申請書は、市ホームページからダウンロードするか、玉里総合支所 2 階子ども福祉課に備えてあります。

◎申請時添付書類
　・契約書または見積書の写し
　　   （設置に要する費用の内訳が記載されているもの）
　・設置予定箇所の位置図
　・設置予定箇所を確認できる写真および設置予定図
　・建築確認済証の写し
　　   （新規店舗等において補助事業を実施する場合に添付が必要となります。）
　・その他必要と認めるもの

◎申し込み締め切り
平成 30 年 2 月 20 日 ( 火 )　予算額を超えた場合は、締切日前に締め切りとなります。
※補助金の助成には限りがありますので、必ず申請前にお問い合わせください。

【問い合わせ】
子ども福祉課　☎：0299-48-1111（内線 3226）

【申 し 込 み】
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市 を 盛 り 上 げ る 「 仕 掛 け づ く り 」

最 新 の マ ー ケ テ ィ ン グ 手 法 を 伝 授

流 通 の プ ロ が 教 え る 「 ス ト ー リ ー 」 の 作 り 方

バ イ ヤ ー と の 商 談 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

①10月 1日（日）18:00 ～ 20:30　四季文化館 (みの～れ )　

②10月12日（木）19:00 ～ 21:30　四季文化館 (みの～れ )　

③10月26日（木）19:00 ～ 21:30　小川文化センター (アピオス )

④11月 9 日（木）19:00 ～ 21:30　四季文化館 (みの～れ )

⑤11月17日（金）19:00 ～ 21:30　四季文化館 (みの～れ )

【日程】※全日程に参加できる方が対象です

【受講料】
◇無料

【募集対象】
◇市内在住・在勤の方（学生・社会人）

【募集人員】
◇３０名ほど（先着順）

【募集方法】
◇下記の電話またはＦＡＸかＥ-mail で、住所・氏名・年齢・
　職業・電話番号をお知らせください。

【応募・問い合わせ先】
◇小美玉市企画財政部企画調整課　東梅・伊藤
　　TEL：0299－48－1111（内線 1233）FAX：0299－48－1199
　　E-mail：kikaku@city.omitama.lg.jp

加 形 拓 也

泉 川  大

株式会社電通チーフ・マーケティング ・ プランナー

株式会社アップクオリティ代表取締役社長

平 田 純 一
株式会社ピュアーズワン代表取締役

開発・マーケティングサポートプロジェクトを担当。
経験業界は酒類・飲料、不動産、化学メーカー、
プロスポーツ団体、NPO など幅広い。地方創生分野
においては、過去 90 か国以上に渡航し、多くの観光
資源の体験・分析を積み上げてきた経験を活かし、
日本各地の自治体、地元住民と協力して観光プラン
や地場産品の開発を行っている。

国産農産物の消費拡大をミッションに掲げて、全
国の JA グループや農業生産法人の、農産物のブラ
ンディングから販売拡大に向けた営業支援をワン
ストップで行う、農産物マーケティングのプロ
フェッショナル。全国の流通での活動実績は会社
設立から 14 年間で 20 万件を超える。

元㈱伊勢丹（現㈱三越伊勢丹）催事バイヤー
伊勢丹時代は全国物産展の総責任者として、日本全国の「売
れる商品」を探し歩く。退社後の現在は日本のみならず、世
界を渡り歩き、外部コンサルタントとして、百貨店やスーパーの
フランス展やイタリア展などの海外食品の催事を統括している。
食品流通におけるマーケティングのプロフェッショナル。

　小美玉市では地方創生事業の一環と
して、“マーケティング”と“流通”
のプロをお迎えし、地元の産品やまち
の“魅力”を伝える手法を学ぶスクー
ルを開催します。
　まちづくりやマーケティングに興味
・関心をお持ちの方なら、どなたでも
受講できます。

【主催】　小美玉市企画調整課
（ミライカレッジ小美玉事務局）
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超一流のプロ直伝
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　さかなのまち・那珂湊で開催される今秋最大の
イベント『みなと産業祭』はサンマのつかみ取り
やアンコウの吊るし切り、模擬上棟式など、家族
みんなで楽しめるお祭りです。同時開催の世界タ
コ焼きグランプリでは、今年も世界各国の料理を
アレンジしたタコ焼きが楽しめます。どうぞお越
しください。

【日　時】10 月 15 日（日）8：30 ～ 14：30
【場　所】那珂湊魚市場
　　　　（ひたちなか市和田町 3 丁目 11-11）

【問い合わせ】
ひたちなか商工会議所那珂湊支所

（みなと産業祭実行委員会事務局）
☎：029-273-7811

♪

　第 11 回　かさま新栗まつり
　　　　　　　　　　　　ー笠間市ー

ひぬま de マルシェ
　　　　　　　　　　　ー茨城町ー　

　笠間市は、温暖な気候と豊かな大地に恵まれ、全
国でも有数の栗の産地として知られています。
　笠間の特産である「栗」をテーマにした「かさま新
栗まつり」では、栗の試食・販売や栗のお菓子の販売、
栗を使ったゲームなどが催され、家族連れでも楽し
める内容です。ぜひ、ご来場いただき、旬の栗をご
賞味ください。

【期　日】9 月 30 日（土）・10 月 1 日（日）
【時　間】9：00 ～ 16：00
【場　所】市民センターいわま
　　　　（笠間市役所岩間支所：笠間市下郷 5140）
※ 車にナビが付いている場合は、上記住所を入力の
うえお越しください。

【内　容】テーマ：笠間の栗モンブラン
☆栗の販売・試食会☆栗ランチ☆栗茶席、栗カフェ
☆栗ゲーム（栗ダーツ、栗ゴルフ、重さ当て）☆体験
コーナー（栗拾い、栗むき、陶芸体験、栗スイーツづ
くり体験教室）☆栗アイデアレシピコンテストなど

【主　催】「笠間の栗｣ を考える会
※ 会場付近は混雑が予想されますので、臨時駐車場
をご利用ください。
☆臨時駐車場 ･･･ 岩間中学校：約 250 台（笠間市下
郷 4997-1）岩間 B&G 海洋センター：約 300 台（笠間
市押辺 2259-1）シャトルバス有
☆電車 ･･･JR 常磐線岩間駅東口下車　

シャトルバスにて約 10 分
【問い合わせ】
かさま新栗まつり実行委員会（事務局：笠間市農政課）
☎：0296-77-1101（内線 526）

　ラムサール条約に登録された涸沼のほとりにお
いて「ひぬま de マルシェ」が開催されます。豊か
な自然のなかで、さわやかな秋の 1 日をのんびり
満喫してみませんか。
　手作りの小物やアクセサリー、木工製品などが並
びワークショップも開催されるクラフトエリアや
新鮮な旬の野菜の販売と多彩なメニューを取り揃
えたフードエリアなど盛りだくさんな内容となっ
ています。
　また、今回からはお店もハロウィンのディスプ
レーを施しておりますので、より雰囲気を味わうこ
とができます。ご家族でも、お友達同士でも1日たっ
ぷりと楽しめるイベントですので、皆さまお誘い
合わせのうえ、ご来場ください。

【開催日】10 月 15 日（日）10：00 ～ 16：00
【開催地】涸沼自然公園キャンプ場
　　　　 （茨城町大字中石崎 2263）

【交通アクセス】無料シャトルバス運行
茨城町役場正面玄関前発　10：00 ／ 11：30
涸沼自然公園発　13：30 ／ 15：00

【北関東自動車道茨城町東 IC より車で約 20 分】
【問い合わせ】
茨城町　商工観光課
☎：029-240-7124

みなと産業祭
　　　　　　　　　　－ひたちなか市ー
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　10 月 29 日（日）はマラソン大会の開催に伴い、
水戸市内で長時間にわたり大規模な交通規制を行
います。コースおよびコース近辺の道路は、最長
6 時間程度、車両の通行が禁止されます。交通規
制に伴い、コース近辺において交通渋滞が予想さ
れますのでご注意ください。

【問い合わせ】
水戸黄門漫遊マラソン実行委員会事務局

（水戸市スポーツ課水戸黄門漫遊マラソン推進室内）
☎：029-303-7808

大空マルシェ
　　　　　　　　　　　ー東海村ー

ひたちなかフェスタ 2017
　　　　　　　　ーひたちなか市ー　

　大神宮の “ 大 ”、村松山虚空蔵堂の “ 空 ”―歴史深い
ロケーションで、村の歴史と文化の魅力を次世代に
伝える「大空マルシェ」を開催します。非日常的な
空間の中、クラフトとフード、アコースティックな
音楽をお楽しみください。
　多くの方のご来場をお待ちしております♪

【期　日】10 月 21 日（土）
　　　       ※雨天決行、荒天時は中止となります。

【時　間】10：00 ～ 16：30
【場　所】大神宮 ･ 村松山虚空蔵堂
【内　容】ハンドメイドクラフト品の販売、ワーク
ショップ、フードコート、アコースティックライブ、
アートパフォーマンス、エリアツアーほか

【問い合わせ】東海村観光協会事務局（029-287-0855）

　ふわふわのコキアが真っ赤に染まり、見頃を迎
える国営ひたち海浜公園で、ひたちなか地区をもっ
と楽しんでみませんか！
　普段あまり見ることのできない同地区内の施設
への見学バスツアーの開催や、PR ブース設置やご
当地グルメ等の販売を行います。同時開催のイベ
ントと合わせて、お子さまから年配の方まで、見
て食べて遊んで楽しめるイベントとなっています
ので、たくさんの皆さまのご来場をお待ちしてい
ます。

【開催日】10 月 22 日（日）
【場　所】国営ひたち海浜公園　水のステージ周辺
【入園料】無料（公園駐車場は有料となります）
＜主なイベント＞
ひたちなか地区周辺バスツアー、ひたちなか地区
PR ブース（クイズ、体験コーナー、展示コーナー等）、
ご当地グルメ等販売など
＜同時開催イベント＞
いばらき都市緑化フェスティバル

【問い合わせ】
ひたちなか地区 PR 事業推進協議会事務局

（ひたちなか市企画調整課内）
☎：029-273-0111（内線 1313）

第２回水戸黄門漫遊マラソンの開催に
伴う交通規制
　　　　　　　　　　　　－水戸市ー

ひたちなか市産業交流フェア
　　　　　　　　　ーひたちなか市ー

　「未来につなぐ　地域の産業」をテーマに『ひたち
なか市産業交流フェア』を開催します。
　今年度も、ひたちなか市の農水産物から商工業品
まで幅広く紹介するとともに、姉妹交流都市物産展
として宮城県石巻市、栃木県那須塩原市、群馬県沼
田市など様々な都市の名産品が販売されます。また、
3 年目を迎える「ローカル鉄道フェア」はここでしか
買えないグッズや地元名産品を特別販売します。北
関東最大の産業交流フェアにどうぞお越しください。

【日　時】11 月 4 日（土）、11 月 5 日（日）　
　　　　　9：30 ～ 15：30

【場　所】ひたちなか市総合運動公園
　　　　（ひたちなか市新光町 49）

【問い合わせ】
ひたちなか市経済環境部商工振興課

（ひたちなか市産業交流フェア推進協議会事務局）
☎：029-273-0111（内線 1341）
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　　　　　　納場小学校
　本校は創立 141 年目を迎えた歴史と伝統のある学校で
す。「心身ともにたくましく　自ら学び考え　主体的に判
断し行動する実践力のある児童の育成」の学校教育目標の
もと 290 名の児童と 27 名の教職員が活力ある学校生活を
送っています。
　本校の自慢は、素直で明るく何事にも意欲的に取り組む
児童と教職員、教育活動や環境整備等あらゆる面で学校を
支えてくれる地域の方々の深い学校愛です。
　今回はその中から米づくりと幼保小連携を紹介します。
　学校田を「ぼん田くんファーム」と名付け、マスコットキャラクター「ぼん田くん」を作成して米づくりを行っ
ています。納場小学校教育振興後援会や、納場小学校名友会の皆さんや地域の方々、PTA の協力をいただき、
児童は田植えや稲刈り、おだがけや脱穀などの、貴重な体験をさせてもらっています。秋の収穫祭では、ご
協力いただいた方々を招待し学習の成果を見ていただいたり、収穫した米で餅つきをしたりして感謝の気持
ちを伝えています。地域の方々が自分たちを支えてくれていることを実感できる貴重な機会となっています。
　また、隣接する納場幼稚園をはじめ、地域の幼稚園・保育園と密接な連携を図っています。特に納場幼稚
園との交流は活発で、1・3・5 年の生活科・総合的な学習の時間での交流はもとより、幼小合同の職員研修
会も実施して、円滑な接続が図れるようにしています。

ペア学年による活動は高学年の
児童に自己有用感を育てています。

刈り取った稲は、学校の周囲のフェン
スにおだがけをして天日干しをします。

大正時代のものと思われる足踏み脱穀
機が本校歴史館に展示されています。
保存状態がよく実際に動きます。

地域の方の指導で実際に足踏み脱穀
機を稼働させての脱穀のデモ。４年
生の社会の学習に役立てました。

授業での交流だけでなく、フリー参
観日には、近隣の幼稚園・保育園に
呼びかけて情報交換を行っています。

夏休み等を利用した幼小合同研修会。
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秋の交通安全運動

石岡地区交通安全総決起大会
が開催されます !!

期　日　：　９月２６日（火）　午前 10 時～午後０時（予定 )
場　所　：　小美玉市生涯学習センター（コスモス）
　　　　　　　　 　（住所：小美玉市高崎 291-3　☎：0299-26-9111）

内　容
第１部：大会式典　　　　　　　　　　午前 10 時 00 分
第２部：交通安全教室、寸劇など　　　午前 11 時 00 分（予定）

　石岡地区交通安全総決起大会の第 2 部では、交通安全教室のほか、『話し方教室』の方々による寸劇があり
ます。入場は無料ですので、お誘い合わせの上、ぜひ来場ください。

『話し方教室』のみなさんによる寸劇風景

主　　　催：石岡地区交通安全対策推進協議会
問い合わせ：小美玉市役所　防災管理課　市民安全係
　　　　　　☎：0299-48-1111（内線 1015・1016）
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運転者はこまめに ライトの上下切り替え  が必要 ! 

交通安全を心がけましょう !

・ゆとりを持った計画と万全な体調で出かけましょう！
・速度を控え、運転に集中しましょう！
・飲酒運転は絶対禁止です！

　★　下向きライトの照射距離は約 40 ｍです。時速 60 ｋｍで走行した場合の停止距離は約 40 ｍ ( ※ ) で、
　　　歩行者がライトに照らされてからでは、事故回避が困難となります。
　★　上向きライトの照射距離は約 100 ｍです。

　ライトを下向きで走行中､ 歩行者等の発見が遅れ衝突する事故が目立ち
ます。
　歩行者等を早く発見するため､ 対向車・先行車がない時は上向きライト
で走行してください｡

歩行者・自転車利用者は  反射材  の着用を !

⇒
ドライバーが歩行者に
気付いているとは限りません

【問い合わせ】 防災管理課　市民安全係　☎：0299-48-1111（内線 1016）

　　　中嶋塗装　　検索

外装点検・ご相談無料！住まいの外装リフォーム専門店

　塗　装　一級塗装技能士による　　　サイディング
　　　　　　　　　　住まいの塗替え　　　　　雨樋　　

（有）中嶋塗装工業
 　　　　　　屋根カバー工法・葺き替え
　本　社：石岡市柴間138　　　　　　　　　TEL：０２９９-４６-４２６６
　事務所：石岡市半ノ木14159-5　　 　mail：nakajimatosou@gmail.com
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「特定疾病療養者見舞金」の申請受付がはじまります
～難病等により療養されている方に対して「見舞金」が支給されます～

　市では、茨城県から「指定難病特定医療費受給者証」または「小児慢性特定疾病医療受給者証」の交付を
受けている方に対して、療養者とその家族の経済的負担の軽減と福祉の増進を図るために「小美玉市特定疾
病療養者見舞金」の支給を行なっています。
　「小美玉市特定疾病療養者見舞金」の支給を受けるためには、毎年の申請が必要となりますので、該当され
る方は、申請期間内に申請手続きをお願いします。

【支給額】
○指定難病（330 疾病）　　　　　　年額　20,000 円／人
○小児慢性特定疾病（722 疾病）　　年額　10,000 円／人

【対象者】
基準日（平成 29 年 10 月 1 日）において、次の要件のすべてを満たす方
・小美玉市に居住し、かつ 1 年以上本市の住民基本台帳に登録されていること
・茨城県から基準日に有効な「指定難病特定医療費受給者証」または「小児慢性特定疾病医療受給者証」の
   交付を受けていること

＊ご注意　－対象外となる方－
　・受給者証に記載の自己負担上限額がない方（生活保護受給世帯など月額０円の場合）

　・受給者証の有効期間に「平成 29 年 10 月 1 日」が含まれていない方

【申　請】
＜申請期間＞
　10 月 2 日（月）～ 12 月 20 日（水）【期限厳守】
＜申請手続＞
　申請書は各窓口に準備してあります。申請に必要なものを持参の上、申請期間内に手続きをお願いします。
○申請に必要なもの
 ・茨城県が発行した「指定難病特定医療費受給者証※ 1」または「小児慢性特定疾病医療受給者証※ 1」の写し
    ※ 1　茨城県が発行したもので、受給者証の有効期間に「平成 29 年 10 月 1 日」が含まれるもの
 ・印鑑
 ・振込先金融機関通帳等※ 2 の写し【口座番号など振込先が確認できるもの】
    ※ 2 　原則は本人名義（対象者が児童の場合は保護者名義でも可）
＜申請窓口＞
　社会福祉課　障がい福祉係（玉里総合支所内）
　福祉事務所　小川支所（小川総合支所内）
　福祉事務所　美野里支所（四季健康館内）

宝くじ

【問い合わせ】 社会福祉課　障がい福祉係　☎：0299-48-1111（内線 3121・3123）
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小美玉市まちづくり組織支援事業
後期募集　　9 月 29 日（金）締切
住民主体のまちづくり活動推進のため、まちづくり活動
団体に対し活動費の支援を行っています。

　◇ まちづくり組織の認定要件　( 以下のすべてに該当する組織）
　　① 市民が知恵と汗を出し合って自主的に活動を推進していること
　　② 活動内容が行政計画に沿っていること
　　　（公共的サービスの提供を担っていること）
　　③ 宗教、政治、特定営利活動を行わないこと

　◇ 補助金交付の採択要件　（以下の要件のすべてを満たす事業）
　　① 行政計画に整合していること
　　② 年度内に完全実施できること
　　③ 新たな取り組みであること、または従来の取り組みを拡充強化すること
　　④ 市の補助金交付を重ねて受けないこと

　◇ 補助金交付対象事業
　　地域祭り、防犯パトロール、地域旧跡巡り、地区運動会、公園・花壇・道路の管理、盆踊り、
　　文化財の管理と整備、国際交流、生物調査、高齢者支援、ボランティア活動など

　◇ 補助金額
　　まちづくり委員会　　　  （行政区エリアで活動）　　　事業費 50％　上限 10 万円
　　学区まちづくり組織 　　 （小学校区エリアで活動）　　事業費 70％　上限 50 万円
　　テーマ型まちづくり組織（公共的目的で活動）  　　　  事業費 50％　上限 10 万円

　◇ 申請方法
　　＊組織認定申請、事業補助金交付申請については、「まちづくり組織支援事業実施要項」を参照のうえ、
　　　申請書に必要事項を記入し関係書類を添えて小美玉市役所 市民協働課へ直接提出をお願いします。な
　　　お、申請書の様式等は本市ホームページからもダウンロードできます。

　◇ 募集期間
　　9 月 29 日（金）まで

　◇ 審査方法
　　まちづくり審査会における公正な審査のうえ交付が決定されます。
　　（市民活動家・学識経験者・議会・行政代表者による審査機関が団体の提出資料と活動発表をもとに審査・
　　  決定します。）

【問い合わせ】 市民協働課　☎：0299-48-1111（内線 1253）
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平成 30 年度小学校新入学児にランドセルを贈呈します !
　市教育委員会では、平成 30 年度小学校新入学児に対してランドセルを贈呈いたします。
　なお、七つの祝い式典および記念品（ランドセル）配布については次のとおりです。

【七つの祝い式典】
　・日 時：11 月 9 日（木）　10：00 ～
　・場 所：小川文化センター（アピオス）大ホール

【ランドセル配布】
　・記念品については、式典当日に配布いたします。
　・11 月 9 日（木）以降は、生涯学習課（生涯学習センターコスモス）にてお渡しいたします。

※ その他詳細につきましては、後日該当児の保護者宛に通知いたします。

【問い合わせ】 小美玉市教育委員会　生涯学習課　☎：0299-26-9111

抹茶体験教室
　筑波山を望むお茶室でお抹茶をたててみませんか？
　裏千家の作法を教わりながら、楽しく、ゆったりまったりの時間をすごしましょう。
　初めての方も大歓迎です。

【日　　時】10 月 7 日（土）　10：00 開始（時間厳守）
【場　　所】「やすらぎの里小川」　茶道棟
【対  象  者】市内の方（小学生以上）
【募集人数】20 名（事前申込み。先着順で定員に達し次第締め切り）
　　　　　  ※ 直接やすらぎの里小川窓口までお申し込みください。

【講　　師】小川茶道クラブのみなさん
【申込期間】9 月 20 日（水）～ 10 月 4 日（水）　（月曜休館）
【参  加  料】1 名　300 円（お申し込みの際にお支払ください）

【問い合わせ】 やすらぎの里小川　☎：0299-58-4580（月曜日は休館です）【申 し 込 み】

自分でも抹茶を
たててみましょう。

夕方のチャイム放送が切り替わります
10 月 1 日から夕方のチャイム放送時間が 18 時から 17 時に切り替わります。

10 月 1 日からのチャイム放送時間
（10 月 1 日から 3 月 31 日まで）

朝　　　  6：00
昼　　　12：00
夕方　　17：00

現在のチャイム放送時間
（4 月 1 日から 9 月 30 日まで）

朝　　　  6：00
昼　　　12：00
夕方　　18：00

→
【問い合わせ】 防災管理課　危機管理室　☎：0299-48-1111（内線 1013・1014）
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市の取り組み

　主な相談窓口
　＜玉里地区＞　地域包括支援センター（玉里総合支所内）
　　　　　　　　☎：0299-58-1282
　＜小川地区＞　地域包括相談支援センター小川（小川保健相談センター内）　
　　　　　　　　☎：0299-48-1111（内線 2424・2425）
　＜美野里地区＞地域包括支援センター美野里（四季健康館内）
　　　　　　　　☎：0299-35-7172

＜認知症サポーター養成講座＞
受講すると、サポーターの目印

「オレンジリング」がもらえます。

オレンジリング

＊ご希望の方はお問い合わせください。

　普及啓発・予防
　●認知症サポーター養成講座
　　認知症について正しい知識を学ぶ
　●認知症出前講座
　●脳の健康教室
　　脳トレで認知症予防
　●認知症フォーラム
　　10/15 13：30 ～　みの～れで開催予定

　在宅生活支援
　●認知症ケアパス
　　状態に応じて使えるサービスを紹介
　●権利擁護事業
　　成年後見制度利用のための支援や金銭管
　　理についての助言
　●認知症カフェ
　　認知症の方とその家族が集える場
　●徘徊高齢者早期発見ステッカー
　　行方不明になった際に早く見つけるため
　　のステッカーを配付

＜認知症ケアパス＞
小川保健相談
センター、
四季健康館、
玉里保健福祉
センター、
介護福祉課で配付。
市ウェブサイト
からダウン
ロードも可能。

　＜認知症カフェ＞
　10/25( 水 )14：00 ～
　美野里ともいき
　プラザ（羽鳥駅前）
　で開始！

【問い合わせ】 介護福祉課（玉里総合支所内）　☎：0299-48-1111（内線 3112・3114）
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9 月は「茨城県認知症を知る月間」です

認知症を知ろう !

　国では、高齢者の約 4 人に 1 人が認知症ま
たはその予備軍と推計されており、今後も増
加していくことが予測されています。当市に
おいて認知症は、介護・介助が必要になった
原因の第 2 位となっています。
　認知症は、誰でもかかる可能性があり、早
期発見・早期治療が大切です。もの忘れが気
になり始めたら、早めに相談しましょう。 （％）

～「認知症のもの忘れ」と「加齢によるもの忘れ」のちがい～

認知症

ごはん
まだ ?

さっき
食べましたよ

加齢によるもの忘れ
昨日の夕飯は
何だったっけ ?

　●体験のすべてを忘れる
　　食べたこと自体を忘れる

忘れ方
　●体験の一部を忘れる
　　食べたものを忘れる

　●ない
　　忘れていることを理解できなくなる

もの忘れの自覚
　●ある
　　忘れていたことに自分で気付く

　●わからなくなる 親しい人や場所 　●忘れない

　●変化がある
　　怒りっぽくなったり
　　頑固になったりする

性格の変化 　●変わらない

　●わからなくなる 今いる場所や時間 　●わかる

↓
日常生活に支障が出る

※ あくまで目安であり、当てはまらない人もいます
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『高血糖予防教室』『血液サラサラ教室』
参加者募集

　【対　象　者】血糖値・HbA1c、肥満（BMI）が気になる 30 ～ 74 歳の方

　【日程・内容】  ① 10 月 23 日（月）：計測、血糖値と肥満についてのお話
　　　　　　  ② 10 月 30 日（月）：運動効果のお話と血糖値を下げる運動
　　　　　　  ③ 11 月   7 日（火）：食事を作って自分の食事の適量を確認
　　　　　　  ④ 11 月 13 日（月）：しっかり運動！こころと身体をリフレッシュ
　　　　　　  ⑤ 11 月 20 日（月）：ストレス対策！リラックス法の体験
　　　　　　  ⑥ 11 月 27 日（月）：教室の復習とまとめ

　【時　　間】10：00 ～ 11：30（受付 9：30 ～）
　　　　　　  ＊ 3 回目は調理実習を行うため終了時間が 13：00 となります。

　【会　　場】玉里保健福祉センター

　【募集期間】10 月 2 日（月）～ 6 日（金）
　　　　　　  ＊会場へ電話または窓口にてお申し込みください。

　【定　　員】20 名程度

　【講　　師】花谷　遊雲子　先生（健康運動指導士・管理栄養士）

今年度の血液サラサラ教室は、最終回となります。

高血糖予防教室

● 参加費無料　● 6 日間の短期コース

血液サラサラ教室

【問い合わせ】

平日　8：30 ～ 17：15
健康増進課　玉里保健福祉センター　玉里保健係　　☎：0299-48-1111（内線 3310・3311）
　　　　　　四季健康館　成人保健係・食育推進係　☎：0299-48-0221

【申し込み】

次回の高血糖予防教室は、1 ～ 2 月に
開催します。
詳しくは、広報お知らせ版 12 月号

〔11/22（水）発行〕をご覧ください。

　【対  象  者】血圧・コレステロール・中性脂肪が気になる 30 ～ 74 歳の方

　【日程・内容】   ① 11 月 16 日（木）：計測、血圧とコレステロールのお話
　　　　　　  ② 11 月 24 日（金）：運動効果のお話と運動の実際
　　　　　　  ③ 12 月 1 日（金）：食事を作って血液サラサラの食材を確認
　　　　　　  ④ 12 月 8 日（金）：運動で血管とこころの弾力を取り戻す！
　　　　　　  ⑤ 12 月 13 日（水）：ストレス対策！リラックス法の体験
　　　　　　  ⑥ 12 月 22 日（金）：教室の復習とまとめ

　【時　　間】13：30 ～ 15：00（受付 13：00 ～）
　　　　　　  ＊ 3 回目は調理実習を行うため 10：00 ～ 13：00（受付 9：30 ～）となります。

　【会　　場】四季健康館

　【募集期間】10 月 18 日（水）～ 24 日（火）
　　　　　　  ＊会場へ電話または窓口にてお申し込みください。

　【定　　員】20 名程度

　【講　　師】礒﨑　幹子　先生（健康運動指導士）

　血圧、コレステロール、
中性脂肪は高くありませんか。
これらが高いと動脈硬化がすすみ、
脳梗塞や心筋梗塞の原因となり
ます。一緒に血液サラサラを
目指し生活習慣病を予防
しましょう。

　体重、血糖値が気になる・・・
高血糖予防教室は、そんな方に
おすすめです。高血糖は動脈硬化
を進行させ、血管の老化の原因
となります。一緒に血管の若返
りを目指しましょう。
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　フードドライブとは、ご家庭で余っている食品（缶詰やレトルトなどの保存食品）を募り、食料を必要と
している方々に寄付をするための運動です。
　お持ち寄り頂いた食品は、小美玉市を通じて必要な方々へ贈られます。

あなたの ” 不要 ” を誰かの ” 必要 ” に変えてみませんか？
ご家庭で余っている食品をステッカーのあるお店までお持ち寄りください。
ステッカーのあるお店は、facebook ページにてご紹介します。

募集期間は 9 月 1 日～３0 日まで

〇寄付していただきたい食品
□ 保存食品（缶詰、瓶詰等）
□ ふりかけ、お茶漬け、のり
□ インスタント食品、レトルト食品
□ 調味料各種、食用油
□ ギフトパック（お歳暮、お中元）
□ 飲料（ジュース、コーヒー、紅茶等）
□ お菓子類
□ 穀類（お米、麺類、小麦粉等）

〇守っていただきたい事
□ 常温保存ができる食品
□ 未開封の食品
□ 賞味期限が明記され「2018 年 2 月以降」の記載がある食品
□ 破損で中身が外に出ていない食品
□ お米は常識の範囲内で古くないもの

詳しくは

フードドライブをご存知ですか ?

第 11 回ふれあいパーティー in ishioka
【日　　時】10 月 22 日（日）13：30 ～（受付 13：00 ～）
【場　　所】グリーンパレス石岡（石岡市茨

いばらき

城 3-16-20）
　　　　　　　　　　　　　  ☎：0299-23-2045

【会　　費】男性　3,000 円　　女性　1,500 円
【募　　集】男子 40 代の独身者（マリッジサポーターに登録者優先です）
　　　　　  女子　独身者（年齢不問）
　　　　　  各 15 名

【申  込  先】☎：090-4002-3565　押止　久雄　　☎：0299-23-3829　大内　喜枝子
【受付開始】10 月 1 日（日）8：00 ～締め切りは 10 月 15 日（日）
　　　　　 （先着順、人数に満たない場合は延長。）
　　　　　  ※ 10 月 16 日以降のキャンセルはキャンセル料（全額）が必要です。

【主　　催】マリッジサポーター石岡地域支部
【後　　援】マリッジサポーター県南地域活動協議会
　　　　　（一社）いばらき出会いサポートセンター
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平成 29年 10 月の窓口業務延長日
実　施　場　所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課 ( 税に関する証明 )、収納課 ( 納付書再発行 )

小川総合支所 総合窓口課
( 戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、国民健康保険関係、
医療福祉関係 ( マル福 )、後期高齢者医療関係、市税等の収納 )玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。
※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

10 月の窓口業務延長日は 4、11、18、25 日（毎週水曜日）です。　19：00 まで

平
成
31
年
10
月
か
ら

消
費
税
率
が
変
わ
り
ま
す

農
場
見
学
＆
就
農
相
談
会
開
催

　

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
農
林
振

興
公
社
で
は
、
就
農
希
望
者
を
対

象
に
農
場
の
現
場
を
見
学
し
な
が

ら
農
業
者
の
お
話
を
伺
い
、
実
際

に
農
業
体
験
を
す
る
農
場
見
学

お
よ
び
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

【
開
催
日
時
】

9
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

【
会　

場
】

笠
間
市
（
岩
間
地
区
：
有
機
野
菜

の
農
業
法
人
、
梨
農
家
）

【
内　

容
】

ほ
場
の
見
学
や
農
業
体
験
等
の
実
施

就
農
・
就
職
相
談
会

【
募
集
人
員
】

20
名
（
予
約
制
）

【
参
加
費
】

無
料
（
昼
食
代
各
自
負
担
）

【
問
い
合
わ
せ
】

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
農
林
振
興

公
社
担
い
手
支
援
部

☎
０
２
９-

２
３
９-

７
１
３
１

平
成
30
年
度
入
学
者
募
集

不
動
産
無
料
相
談
会

　

新
し
い
消
費
税
率
は
10
％
で

す
。
一
部
の
物
品
は
軽
減
税
率

（
8
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
軽
減
税
率
の
対
象
】

・
飲
食
料
品
（
外
食
や
酒
類
な
ど

を
除
く
）

・
新
聞
（
定
期
購
読
契
約
を
し
て

い
て
、
週
2
回
以
上
発
行
さ
れ
る

も
の
）

　

詳
し
い
内
容
を
政
府
広
報
オ
ン

ラ
イ
ン
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
者
の
皆
様
へ
】

　

経
産
省
で
は
、
複
数
税
率
に
対

応
し
た
レ
ジ
の
導
入
や
受
発
注
シ

ス
テ
ム
改
修
の
補
助
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
の
商
工
会
や
商
工

会
議
所
等
に
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

【
国
の
相
談
窓
口
】

水
戸
税
務
署

☎
０
２
９-

２
３
１-

４
２
１
１

軽
減
対
策
補
助
金
事
務
局
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
８
１-

２
２
２

消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

２
０
０-

１
２
３

　

平
成
30
年
度
茨
城
大
学
教
育
学

部
附
属
特
別
支
援
学
校
の
入
学
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
入
学
者
選
考
日
】

小
学
部　

11
月
22
日
（
水
）

中
学
部　

11
月
22
日
（
水
）

高
等
部　

1
月
18
日
（
木
）

【
募
集
人
員
】

小
学
部
第
1
学
年　

3
名

中
学
部
第
1
学
年　

6
名

高
等
部
第
1
学
年　

8
名

詳
し
く
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
９-

２
７
４-

６
７
１
２

（
担
当
：
校
内
教
頭　

根
本
）

　

不
動
産
鑑
定
士
が
、
不
動
産
の

価
格
な
ど
の
ご
相
談
に
無
料
で
お

応
え
し
ま
す
。

【
日　

時
】

※
水
戸
会
場

10
月
2
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

※
日
立
会
場

10
月
3
日
（
火
）

午
前
10
時
～
正
午

※
つ
く
ば
み
ら
い
会
場

10
月
5
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

※
土
浦
会
場

10
月
6
日
（
金
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

【
会　

場
】

※
水
戸
会
場

茨
城
県
開
発
公
社
1
階
中
会
議
室

※
日
立
会
場

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
5
階

５
０
１
号
室

※
つ
く
ば
み
ら
い
会
場

み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
2
階
研
修
室
1

※
土
浦
会
場

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階
小

講
座
室
1

【
申
込
方
法
】

当
日
会
場
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

一
般
社
団
法
人  

茨
城
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９-

２
４
６-

１
２
２
２

Web は「有料広告」で検索

有料広告
詳しくは、Web または
　　　　　下記問い合わせ先へ

募集中！
☎：0299-48-1111　内線 1212
　　（秘書広聴課　広報広聴係）
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小
川
俳
句
会

在
り
し
日
の
想
ひ
出
巡
る
走
馬
燈

白
浜
の
夏
の
海
見
え
露
天
風
呂

葉
が
く
れ
に
咲
く
夕
顔
の
愁
ひ
か
な

新
涼
の
風
が
誘
う
や
散
歩
道

老
ホ
ー
ム
余
世
の
夢
の
風
涼
し

河
原
井　

美　

代

柏　

崎　

尚　

子

関　
　
　

久　

子

国　

友　

信　

子

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

風
に
揺
れ
谷
津
田
の
稲
穂
色
を
増
し

鬼ほ
ほ
づ
き灯
や
鳴
ら
し
て
思
う
幼
な
き
日

旅
心
い
や
す
木
曽
路
の
蝉
し
ぐ
れ

子
等
の
世
の
平
和
を
願
う
終
戦
忌

籐
椅
子
に
盆
の
疲
れ
や
力
抜
く

長　

島　

久
美
子

三　

村　

れ
い
子

内　

田　

と　

み

茅　

場　

久　

子

榎　

本　

喜
代
子

み
の
り
俳
句
会

葉
の
陰
に
小
さ
き
青
柚
子
見
つ
け
た
り

と
び
箱
を
と
ぶ
児
と
べ
ぬ
児
山
笑
ふ

今
日
一
日
一
杯
の
新
茶
よ
り
始
ま
り
ぬ

木
下
闇
地
蔵
菩
薩
の
赤
帽
子

今
は
亡
き
親
し
き
人
よ
り
さ
く
ら
ん
ぼ

白
根
澤　

清　

香

関　

本　

国　

子

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

木
名
瀬　

や
ゑ
子

岡　

島　
　
　

進

矢　

口　

冨　

久

網　

代　

奈
津
江

塚　

田　

忠　

男

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

燕
は
空
の
ダ
イ
バ
ー
す
か
っ
と
風

あ
・
う
ん
の
呼
吸
乱
る
る
夏
の
果
て

商
談
の
ビ
ル
窓
に
あ
る
夏
の
雲

鳴
き
絶
え
て
天
と
語
ら
ふ
油
蟬

ふ
る
さ
と
の
川
の
く
す
ぐ
る
裸
足
か
な

く
る
み
俳
句
会

高
ら
か
に
響
く
山
水
蟬
し
ぐ
れ

万
葉
の
歌
詠
む
径
や
秋
の
草

木
々
の
葉
の
ゆ
ら
ぐ
風
な
し
蟬
時
雨

杉
の
葉
の
線
香
作
り
秋
に
入
る

病
葉
を
浮
か
べ
筑
波
の
流
れ
か
な

松　

崎　

淑　

子

安　

彦　

昭　

子

荒　

井　

栗　

山

信　

田　

菊　

女

小　

原　

エ　

ミ

鶴　

町　

文　

男

長
谷
川　

光　

男

栁　
　
　

た
ま
江

正　

木　

敦　

子

田　

山　

森　

俊

玉
里
俳
句
会

朝
ま
だ
き
ひ
ぐ
ら
し
の
声
甲
高
く

立
秋
の
風
を
感
じ
て
草
を
刈
る

円
墳
を
丸
く
囲
み
て
夏
木
立

緑
蔭
の
下
に
工
事
車
昼
休
み

脚
空
に
向
け
を
り
蝉
の
地
に
帰
る

小
川
短
歌
会

雨
に
濡
れ
咲
け
る
真
白
き
あ
じ
さ
ゐ
を
朝
の
狹
庭
に
し
ば
し
見
愡
ほ
れ
る

山
や
ま
の
椎
の
芽
吹
き
の
金
色
に
盛
り
上
が
り
ゐ
る
房
総
を
行
く

満
々
と
水
を
湛
ふ
る
利
根
川
の
悠
々
と
逝
き
今
日
も
日
暮
れ
ぬ

ワ
ー
プ
ロ
の
漢
字
忘
れ
が
あ
る
と
い
ふ
不
便
益
と
ふ
メ
リ
ッ
ト
生
か
し
て

再
び
は
住
む
あ
て
の
な
き
古
い
家
の
庭
木
刈
り
ゐ
る
息こ

を
思
ひ
ゐ
る

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

浜
離
宮
公
園
に
鳴
か
ぬ
う
ぐ
い
す
が
わ
が
家
に
は
鳴
く
小
さ
き
庭
に

転
ぶ
ま
い
つ
ま
ず
く
ま
い
と
戒
め
て
今
日
の
一
歩
に
二
歩
に
確
か
む

散
歩
す
る
わ
が
前
を
行
く
老
夫
婦
手
を
組
み
水
を
分
ち
合
い
つ
つ

た
っ
ぷ
り
と
肥
料
施
し
植
え
し
茄
子
庭
に
育
つ
を
朝
あ
さ
に
見
る

梅
雨
の
朝
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
咲
き
初
め
り
庭
木
に
高
く
灯
れ
る
ご
と
く

玉
里
短
歌
会

わ
か
さ
ぎ
漁
解
禁
な
れ
ど
わ
が
前
の
湖う

み

に
小
舟
の
ひ
と
つ
も
見
え
ず

川
止
め
に
土
砂
積
み
上
げ
て
魚
捕
り
し
遠
き
遊
び
の
友
は
帰
ら
ず

朝
餉
ど
き
雲
の
流
る
る
間あ

わ
い

よ
り
出
で
た
る
富
士
の
湖
面
に
映
る

台
所
の
網
戸
の
外
に
紫
陽
花
が
大
き
く
ゆ
れ
て
雨
を
ま
つ
か
に

黒
部
川
底
に
流
れ
る
深
き
色
魁か

い
い夷
の
描
く
青
に
見
入
り
ぬ

根　

本　

智
恵
子

幡　

谷　

啓　

子

永　

作　

喜
代
子

中　

根　

良　

子

石　

田　

は
る
江

大　

平　

勇　

次

白
根
澤　

清　

香

碇　

谷　

き　

え

奥　

村　

と　

き

岩　

崎　

健
次
郎

野　

口　

初　

江

石　

橋　

吉　

生

遠　

藤　

黎　

子

高
見
沢　

こ　

う

齋　

藤　

か
つ
み

寄
　
稿

卒
寿
ま
で
あ
と
一
年
と
な
る
我
は
残
る
余
生
を
病
ま
ず
生
き
た
し

茜
さ
す
紅
芙
蓉
一
輪
凜
と
咲
き
青
葉
の
中
に
そ
の
姿
見
す

小
松
庄
治
右
衛
門

上　

野　

和　

子
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第 5 回戸沢サミット in 小美玉
　7 月 22 日 ( 土 )、小川文化センター（アピオス）にて、第 5
回戸沢サミット in 小美玉が開催されました。戸沢家ゆかりの
県内外自治体をはじめ、600 名を超える来場者を迎え、大変な
賑わいを見せました。サミットでは、戸沢政盛公と小川の地と
の関わりあいを講談（語り）や講演会で解説したほか、茨城県
出身のイラストレーター諏訪原寛幸さんが描いた戦国武将イラ
スト展も同時開催されました。
　翌 23 日 ( 日 ) にはサミット参加自治体関係者らを対象とし
た史跡等見学会が行われ、戸沢政盛公にゆかりのある鹿嶋神社
をはじめ素鵞神社、小河城跡 ( 小川小学校 ) を見学しました。
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　　0299-48-1111　内線 1212
編集・発行 小美玉市役所秘書広聴課

この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。

次回広報おみたま 10 月号の発行日は 10 月 12 日（木）です。

3

6

4

5

9

7

戸沢サミット in 小美玉開式のようす

小川太鼓による歓迎アトラクション 島田市長の歓迎挨拶 戸沢家 15 代当主  戸澤充氏ご挨拶

講談（語り）－小川と戸沢政盛公－
記念講演会『中世の小川と
　　　　　　戸沢氏七千石の成立』 盛況をみせる諏訪原寛幸戦国武将イラスト展

戸沢サミット in 小美玉に訪れた来場者 鹿嶋神社巫女舞 素鵞神社探訪

戸沢家ゆかりの参加自治体集合戸沢家家紋
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